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１． 研究計画の概要 
本研究はこれまで実証研究が皆無である

４歳以下の年少幼児を対象に、初期発達にお
ける文字・絵・数字・漢字などのシンボル表
記活動と表記知識の連関過程を絵本知識課
題と２肢選択分類課題ならびに文字・絵課題
を用いて、読み書き能力やプリント理解との
関係から検討することを目的としている。ま
た、これらの研究結果を踏まえて、シンボル
表記活動と表記知識の相互的な連関過程を
発達的に解明し、シンボル表記発達に関する
理論構築をおこなうことを目指すものであ
る。 
  
２．研究の進捗状況 
絵本知識課題と２肢選択分類課題、文字・

絵課題に関する実証研究を２～６歳児を対
象に実施し、表記知識と表記活動の発達およ
び読み書き能力・プリント理解との関係を検
討した。 
（１）絵本知識課題では絵本に関する手続き
的知識、文字表記知識、絵本読みに関する知
識、意味内容理解の４種の知識・理解に関し
て発達的に読字能力との関係を検討した。結
果は絵本に関する手続き的知識と文字表記
知識、意味内容理解は２歳児でも可能であっ
たが、絵本読みに関する知識は年齢と読字能
力の影響を受けて漸次的に発達することが
示された。 
（２）２肢選択分類課題を用いた表記知識の
理解研究では３段階の発達が見出された。す
なわち、形式的知覚的区別がスクリブル、文
字用描線、絵において３、４歳で見られたが、

要素的知識と正書法的表記知識の理解は困
難であった。要素的知識は４～６歳で漸次増
加したが、正書法に関する表記知識は年長幼
児においてもまだ理解されていなかった。 
また、２肢選択分類課題と産出課題の課題

間比較では、産出課題の発達が早く、方法に
よる発達的違いが見出された。産出課題では
暗黙の表記知識が示されたのに対し、２肢選
択分類課題では明示的知識が要請されるた
めと解された。 
（３）本研究では絵提示の文字習得への効果
を検討するために絵・文字提示条件と文字提
示条件を比較検討した。結果は絵・文字提示
条件が正再認数において多かった。また、読
字能力の高低２群では高群の成績がよかっ
た。以上の結果から絵提示は文字習得に関連
する可能性が示唆された。 
（４）プリントとしてひらがな文字以外に数
字と漢字に関する表記知識の理解を２肢選
択分類課題で検討した。ひらがな文字は３歳
でスクリブル、絵、文字用描線との識別が可
能であったが、数字と漢字では４歳にそれら
の識別が可能になった。結果から、ひらがな
文字と数字、漢字の理解に発達的差が見出さ
れ、また、相関分析からひらがな文字習得能
力が数字・漢字表記理解に影響することが示
された。 
 
３．現在までの達成度  
②おおむね順調に進展している。 
プリント理解に関する研究としてひらが

な文字・数字・漢字についてはすでに実証研
究をおこなったが、年少児を対象とする多様
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なプリント理解研究に関してはまだ検討し
ていない。今後、年少幼児を対象にこれらの
理解ならびに表記知識を探究する研究をお
こなう必要があろう。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後の研究としては当初の研究計画にし
たがって年少幼児を対象に日常生活の中で
見られる多様なプリントに関する理解の発
達について調べる方向での研究が求められ
る。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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